
第１００号の発行に寄せて

秋田の学力の礎となった生涯学習活動

岡山県教育庁・教育次長 内田 広之

この度、第100号という記念すべき折に、寄稿させていただき、

ありがとうございます。

私は、ちょうど10年前、文科省から秋田県教育庁へ派遣され、

１年目に生涯学習課長を務めさせて頂きました。

秋田赴任は合計３年間でしたが、その間、旨い酒、きりたんぽ、ハタハタ、そして、

スキー、温泉、竿燈まつりなど、何から何まで家族共々満喫させて頂きました。

仕事では、教育に対して真剣な皆様に囲まれました。その頃の熱き同僚が今の生涯

学習課長である沢屋隆世さんであり、沢屋さんなどと、「県内の先進事例（特に面白

い取組）を発信し、県内の生涯学習をさらに元気づけよう！」ということで、『生涯

学習課だより』を創刊するに至ったことを、昨日のことのように記憶しています。

秋田は、生涯学習の先進県であり、どこよりも早く設置された県生涯学習センター

（秋田が全国初。その後、全国に拡大）や、全25市町村で活動される生涯学習奨励員
（秋田独自の制度）が中核となって、多くの活動が県内津々浦々で展開されてきまし

た。

そうした活動を通じて県民に培われた大きな資産の一つが、子供の人間力、たくま

しさ、規律ある生活習慣、落ち着いた学習態度などの力だと思います。これらの力が

学力トップクラス常連の底力になっているといえるのだと考えます。

子供たちの学力は、一朝一夕で築かれるものではありません。例えて言うならば、

城郭に、いくら素晴らしい本丸があっても、長年かけて積み上げた礎石がないと、城

郭そのものは軟弱なものとなり、少しの攻撃で、すぐに崩落してしまうでしょう。長

年かけて展開された生涯学習活動は、学力を支える盤石な礎を築いたのだと確信しま

す。

論語に、「過ちて改めざる、是を過ちと謂う」とあります。これは、同じ間違いを

二度とは決して起こさないように、と心掛けることの大切さを、孔子が説いたもので

す。私は、これをいつも教育に置き換えて考えています。つまり、子供には、意図的

に体験させ、時には失敗させて、そこから反省したり、立ち直らせたりして強くさせ

る。そうしたことを繰り返して、本物の人間力や、たくましさ、しっかりと規律を守

り、落ち着いて学習していく規範意識などが涵養されるのだと思います。生涯学習の

機会は、生の体験や意図的失敗をたくさん与えてくれるものです。生涯学習先進県の

秋田は、子供に学力を身につけていくための礎石を、長年かけて、県全域でくまなく

築きあげてこられたのではないか、と考えるのです。

全国の教育関係者による「秋田詣で」が過去３年間で延約９２００人に及ぶと聞き

ました。最近は、海外のタイにも秋田の教育実践を発信されると聞きました。

こうしたこれまでの成果の礎が生涯学習活動であることを忘れてはいけないでしょ

う。

この「生涯学習だより」を10年前に創刊して以来、これまで継続して下さった教育

庁の歴代の皆様に心より御礼申し上げますとともに、県内津々浦々で生涯学習活動を

展開されてきた方々のご努力に対し、心から敬意を表します。
皆々様のご健勝と、生涯学習活動の更なるご発展を祈念してやみません。
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第１００号発行記念「生涯学習課だよりのあゆみ」

平成１８年９月１４日の創刊号発行からちょうど１０年、「生涯学習課だより」は、
このたび第１００号の発行となりました。

生涯学習についての当課の考え方を発信したり、県内各地域の活気ある生涯学習の
取組事例を広く紹介したり、県内全域の生涯学習を［元気づける］ことをねらいとし
てきた１０年間のあゆみを振り返り、主な事業や出来事をピックアップして紹介しま
す。「美の国あきたネット」では、創刊号からすべてをダウンロードすることができ
ますので、気になる記事がありましたらぜひご覧になってください。

気になる記事は、ダウンロードしてご覧ください！ 生涯学習課だより


